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【前回評価】　　　　　平成３０年度「現状のまま継続」
　
【前回評価への回答】
【事業のＰＲ方法】　　各地域での総会、事業説明会を活用して周知
【費用対効果】　　　　子牛セリ市価格全国ランキングでは、R2年度2位それ以前は全国3位を堅持
【補助事業以外の事業】子牛預かり施設管理事業運営補助金、特別農協有牛導入等事業利子補給金
　　　　　　　　　　　口蹄疫経営維持緊急資金利子補給金、畜産特別資金利子補給金
【その他】　　　　　　平成29年度全国和牛能力共進会宮城大会で、鹿児島県が総合優勝「日本一」

成果指標の推移① 816,273 788,417 758,530
成果指標の推移② ３位 ４位 ２位

特
記
す
べ
き
事
項
等

翌年度繰越金/市補助金 0.0% 0.0% 0.0%
交付件数 108 113 115

支出計/前年度支出計 104.6% 101.8%
自己資金/前年度自己資金 104.6% 101.8%

0.0% 0.0%

計 5,400,000 100.0% 5,650,000 100.0% 5,750,000
（翌年度繰越金） 0.0% 0.0%

試験種付補助金 5,400,000 100.0% 5,650,000 100.0% 5,750,000

人件費 0.0% 0.0%

支
出

事業費 0.0% 0.0%

その他事務費 0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

20.0% 1,150,000

計 5,400,000 100.0% 5,650,000 100.0% 5,750,000
（前年度繰越金） 0.0% 0.0%

20.0% 1,130,000 20.0% 1,150,000

会費収入 0.0% 0.0%
事業収入 1,512,000 28.0%

生産者負担金 1,728,000 32.0% 1,808,000 32.0% 1,840,000
市補助金 1,080,000 20.0% 1,130,000

上記項目の
積算方法

補
助
を
受
け
る
事
業
（
団
体
）
等
の

過
去
３
ヵ
年
の
決
算
状
況

項目
平成30年度 令和元年度 令和２年度

金額（円） 割合（％） 金額（円） 割合（％） 金額（円）

収
入

自己資金 2,592,000 48.0% 2,712,000 48.0% 2,760,000

1,582,000 28.0% 1,610,000
寄付金・その他助成 1,080,000

補助対象経費
薩摩地区肉用牛改良委員会（事務局：ＪＡ北さつま）が決定したさつま町及び本市内で飼養
管理されている若い優秀な種雄牛の早期造成のための試験種付により受胎確認できた繁殖雌
牛に対し交付する。

補助対象事
業・活動の内

容

若い種雄牛の試験種付を実施し、優秀な種雄牛を早期に造成することで地域肉用牛の改良増
殖を推進する事業

□運営補助のみ　　■事業補助のみ　　□運営補助と事業補助の両方　　□その他
補助金額又は

補助率
１０，０００円/頭

成果指標② 　子牛セリ市価格全国ランキング 全国3位以内 令和８年度

補助対象者 北さつま農業協同組合

指標名 目標値 目標年度

成果指標① 子牛セリ市平均価格 薩摩中央家畜市場平均 令和８年度

令和３年度
予算額

1,200 千円

国県支出金 一般財源 その他 その他の内容

1,200

事業費名称 畜産振興推進費

根拠法令 薩摩川内市農林水産部関係補助金等交付要綱、優秀種雄牛造成推進事業補助金交付要領

補助経過年数 １６年以上２０年以下

令和３年度 優秀種雄牛造成推進事業補助金 評価表 37

所管部課名 農林水産部　畜産課 担当者 髙原　幸浩
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要件 項　　目 評価 評価した内容についての説明

公
益
性

　補助の対象となる事業又は補助を受ける団体等
の活動が、直接又は間接に、不特定多数の市民の
福祉の向上及び利益の増進に寄与している。

A
当該事業による能力ある若い種雄牛を早期に発掘するこ
とで、薩摩中央家畜市場における子牛価格（評価）が全
国トップレベルを維持できている。

必
要
性

　特定の目標・成果の達成に向けた、団体等への
支援や社会的弱者の救済、地域的ハンディ等への
支援が必要である。

A
全国有数の優秀な子牛の産地を維持していくためには、
次世代の主力となる種雄牛の早期発掘を継続的にしてい
くことが産地としての市場評価を継続していく上で重要
である。

有
効
性

　達成しようとする目標・成果が市民ニーズに合
致しており、かつ、その目標・成果の達成に向け
て、適切な効果を生じている。（その目標・成果
を測るための適当な効果指標の設定がなされてい
る。）

A
試験種付に助成することで、優秀種雄牛の早期発掘（成
績把握）が促進され、購買者ニーズに合った子牛生産に
より、子牛価格の高値で取引が可能となる。
子牛セリ市価格全国ランキング2位を堅持。

①　補助の対象となる事業について、行政が直接
実施するよりも、行政以外の者が行う方が適当で
あると明確に認められる。

A
種雄牛管理者・農協・生産者・薩摩川内市（さつま町）
の補助で事業実施しており、市場開催権者である農協が
事業主体となることが適当である。

②　特定の目標・成果の達成に向けて、当該補助
金等の交付以外に適当な政策手段がないか、又は
当該補助金等の交付が最も妥当な政策手段である
と明確に認められる。

A
試験種付で生産された子牛は販売価格において、若い未
知の種雄牛ということでリスクが高く、4者一体となっ
た取組みで購買者からの産地としての市場評価も良好で
ある。

③　補助率又は補助額が、明確な根拠によって積
算されたものであり、かつ、社会経済情勢に照ら
し、著しく妥当性を欠く水準とはなっていない。
（交付要綱の補助基準）

A
早期種雄牛造成の目的で協力農家での試験種付けによ
り、受胎確認できた繁殖牛にのみ交付しており、妥当で
ある。

≪今後の改革の方向性≫ ≪視点別評価≫

■現状のまま継続 　公益性　　　　　⇒　　□高い　　　□低い

□見直しの上で継続 　必要性　　　　　⇒　　□高い　　　□低い

 ⇒今後の方向性　 □充実　 　有効性　　　　　⇒　　□高い　　　□低い

　　　　　　　　  □移管・統廃合 　適格性・妥当性　⇒　　□高い　　　□低い

　　　　　　　　  □縮小 ≪今後の改革の方向性≫

□休止・廃止 □現状のまま継続

≪上記方向の理由≫ □見直しの上で継続

 ⇒今後の方向性　 □充実　 

　　　　　　　　  □移管・統廃合

　　　　　　　　  □縮小 

□休止・廃止

≪まとめ≫

≪改革・改善の内容とそれを実施していくための
手段・計画≫

市場の産地育成・形成の継続が、購買者からの評
価へ直結し、全国子牛セリ市トップレベルを堅持
し、農家の所得安定のためにも、継続したい。

〈補助金の視点別評価〉　　　　　　　　　　　　【主管課評価・・・Ａ=合致、Ｂ=概ね合致、Ｃ=課題あり】

適
格
性
及
び
妥
当
性

〈所管課による補助金等の見直し結果〉 ＜行政改革推進委員会による見直しに対する意見＞

内
部
評
価
結
果

外
部
評
価
結
果

血統構成で市場評価が大きく左右される中で、種
雄牛造成には長期間を要することから、種雄牛管
理者を含め、生産者等の関係者が一体となって取
り組むことが必要不可欠である。
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